












































































































































ついて考える。「手でつくる」 ことか ら 「み





住んで行 う社会運動とナショナル ・トラス ト
に代表される環境保護運動と共に。重い問題
提起が明快な論調で語 られているのが本書の
特徴である。
公平な視点で書かれたこの書物か ら,読者
はそれぞれの 「現代デザイン論」を展開する
ことが可能だ。この書物を読んで,私 は,私
の 「現代デザイン論」に想 いを馳せた。工芸
繊維大学で学び,松 下電器産業株式会社で
「Gマーク展」の搬出入で出張 した時代か ら,
今日の意匠学会活動まで,私的な生活がその
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ままこの書物の出来事と関わる。同時に,男
性である著者と女性である私は,同 じ事態を
同 じには体験できないという当然の事実にも
出会う。現代デザインへの必然性を読みとる
ことのできる書物 に出会えた喜びとともに読
み進みなが ら,何故か私の想いは,いっ も切
り捨てられて しまった側に傾斜 していた。毎
日の買い物やゴミ捨て,生活のなかでのリサ
イクルに心 しなが ら,子育て真最中にエコロ
ジー論議の沸騰 していなかったことに胸をな
でおろしていたりする。使い捨てしないため
には時間と労力が要る。 日本の現代史は,そ
して現代のデザインは,そ れぞれが属する性
や集団によって,随分異なったものになると
思 う。
それぞれのデザイン論を展開 してゆく際に
指針となる正確で親切な書物,豊 富な資料を
大きな問題意識で取 りまとめた 『現代デザイ
ン論』が誕生 したことを喜びたい。本学会員
である著者はこれまで欧米を対象 とした興味
深い研究発表を重ね,そ のような博学に裏付
けられた我国,我 地域のデザイン論であるこ
とが嬉 しい。本学会が,か って関西意匠学会
という名称であったことを懐かしく想い出し
た。
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